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はじめに

農薬の水生生物への影響（生態影響）については、

我が国の農薬登録制度では、OECDテストガイド

ラインに準拠する3種の標準試験生物種（浮遊性

緑藻類・ミジンコ類・魚類）を用いた急性毒性試験を

実施することで、評価しています。しかし我が国

の水環境のうち、水稲用農薬による汚染が最も懸

念される河川では湖沼生態系の生物である浮遊性

の緑藻類やミジンコ類がほとんど生息しておらず、

必ずしも標準試験生物種が河川生態系の生物を代

表しているとは言えません。また河川に生息する

在来生物種を用いた評価法や知見は非常に少なく、

我が国特有の農業形態（特に水田稲作）や自然環境

（特に流れの速い河川環境）を考慮した、より適切

な生物種を使った新しい評価法が求められていま

す。そこで河川生態系の一次消費者として重要な

川虫であるコガタシマトビケラに着目して、農薬

の急性毒性試験法を開発し、「コガタシマトビケラ

1齢幼虫を用いた農薬の急性毒性試験法マニュア

ル」を作成し、公開しました。

川虫、コガタシマトビケラとは？

水中で生活する時期を持つ昆虫類のことを水生

昆虫といいます。特に河川に生息する昆虫類を川

虫（流水性昆虫）と呼びます。川虫は主に付着藻類

や河川に流入してきた有機物を食べて成長し、魚

などの捕食者の餌になるため、河川生態系の一次

消費者として重要な生物です。代表的な川虫とし

て、トビケラ類、カゲロウ類、カワゲラ類が挙げ

られます。我が国に広く分布するトビケラ類の一

種、コガタシマトビケラの幼虫は河川の上流から

下流にかけて生息し、個体数も多く生態系の中で

特に重要な川虫であるため、河川生態系の一次消

費者に対する農薬の影響を評価する試験生物に適

しています。

１齢幼虫を用いた急性毒性試験法マニュアル

マニュアルでは、コガタシマトビケラ1齢幼虫

（図1）の性質にあわせて開発した急性毒性試験法に

ついて平易に解説しています。また、試験事例と

して、代表的な殺虫剤の1齢幼虫に対する毒性デー

タを紹介しています。マニュアルの主な構成と特

徴は以下の通りです。

コガタシマトビケラ１齢幼虫を用いた農薬の急性毒性試験法マニュアル
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図2　コガタシマトビケラ1齢幼虫を用いた急性毒性試験の流れ

図1　コガタシマトビケラ1齢幼虫
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コガタシマトビケラ１齢幼虫を用いた農薬の急性毒性試験法マニュアル

Ⅲ章では、コガタシマトビケラの生態、1齢幼虫

の特徴・性質について概説しています。

Ⅳ章では、試験生物の取り扱いを含めた急性毒

性試験法を解説しています。試験する農薬の性質

（水中光分解性や水−オクタノール分配係数）に

よって試験法・試験条件を適宜、選択することがで

きます（図2）。光分解しやすい農薬は、非底面照

射式試験法、それ以外の農薬は底面連続光照射式

試験法を適用します。後者は光に向かう幼虫の性

質を利用して、幼虫が液面に浮上するのを防止し

ます。また急性毒性の判定は、試験液をピペット

で撹拌して水流刺激を1齢幼虫に与え、水流刺激

に対する幼虫の伸身開脚反応（腹部を伸ばし脚を広

げる反応）の有無で判定します（図3）。遊泳・ほふ

く運動している幼虫や、水流刺激に対し伸身開脚

反応を示す幼虫は正常と判断します（農薬の影響な

し）。死亡（全く動かない）や、ひん死状態（けいれん、

まひ症状）で伸身開脚反応を示さない幼虫は農薬の

影響を受けたと判定します。

Ⅴ章では、開発した急性毒性試験法を用いた30

種類の殺虫剤の試験事例を紹介しています。図4

の48h EC50値は、試験開始48時間後に半数の

個体が影響を受ける濃度で、この値が小さいほど

殺虫剤の毒性が強いことを示します。既存の試験

生物種であるミジンコ類と比べると、1齢幼虫に

対する殺虫剤の急性毒性は、有機リン系やカーバ

メート系殺虫剤では同程度（感受性差10倍以内）で

したが、ネオニコチノイド系殺虫剤では1,000 〜

100,000倍も高いことが判明しました（図4）。こ

の結果は、ミジンコ類だけでは川虫に対する農薬

の影響を適切に評価できないことを示唆しており、

コガタシマトビケラは川虫を代表する試験生物と

して有用であると考えられます。

化学物質の生態影響評価に携わる研究者ばかり

でなく、広く水環境に関心のある方々に本マニュ

アルを活用していただくことによって、持続可能

な農業生産活動と環境保全の両立の一助になれば

と期待します。

マニュアルの公開及び印刷物配布
農業環境技術研究所のウェブサイトの技術マ

ニュアル・資料のコーナーから、本マニュアルお

よび室内飼育法を詳細に解説した「コガタシマトビ

ケラの飼育法マニュアル」の電子ファイル（PDF）

をダウンロードしてご利用いただけます。

また、冊子をご希望の方には、配布いたします

ので下記にお問い合わせください。

問い合わせ先：
〒305-8604　つくば市観音台3-1-3

（独）農業環境技術研究所
有機化学物質研究領域長（電話・FAX：029-838-8301）
広報情報室広報グループ（電話・FAX：029-838-8191）
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図3　�試験個体に対する農薬の急性毒性の�
判定フローチャート

図4　殺虫剤のコガタシマトビケラ1齢幼虫に対する急性毒性

 ●はコガタシマトビケラの�8h EC50（�8時間半数影響濃度）、○はミジンコ類（文献値）
の�8h EC50、→は�8h EC50がその値以上であることを示します。●と○の間隔が大
きいほどコガタシマトビケラとミジンコ類との感受性差が大きいことを示します。
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